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(者)を 守 る 会

(者)を 守 る 会
山 本   衛

石 川 県 重 症 心 身 障 害 児

全 国 重 症 心 身 障 害 児

石 川 県 支 部   会 長

年明けから断続的に降る雪,厳しい寒さが続いていますが,会員の皆様方・

お子様達にお変わりはないでしょうか ?

世界中で猛威を振るつている新型コロナウイルス感染は,昨年秋には少し収

まつたかに見えましたが,さ らに新しい変異株オミクロンが出現し年明けから

感染が急拡大しています。

全世界では感染者数が 4億人に達しようとしていて,570万 人超の方が亡

くなっています。オミクロン株は重症化しないとも言われていますが,感染が

子ども達にも広がってきていて誰が感染してもおかしくない状況です。高齢者

や重症児者はとくに注意が必要です。

今年は少し活動が再開できるかと期待していましたが,まだまだ厳 しい状況

が続きそうです。

家族とも自由に会えず,外にもでられずス トレスをためている子ども達と早

く面会でき,仲間達と会える楽しい日々が 1日 も早く来ることを願つています。



2021年 5月 17日 に厚生労働省による上記のヒアリングが開催されました。
「守る会」としても要望書を提出し意見を述べました。

趣旨としては重症児者のライフステージにおいて特別支援学校で学んだことを継続し

生涯において発達し続けるための支援設計図を障害者総合支援法に明記して欲しいと

いうものです。

「学校卒業しても先生に来て欲しい !」
「卒業してからも友だちと一緒に勉強したい !」
「卒業してからも楽しいところへみんなといっしょに行きたい !」

自由に動けず,医療的ケアを必要としている子ども達もこんな思いを持っています。
どんなに障害が重くても,何歳になつても重症児者は発達の可能性を秘めています。
学ぶことは大きな喜びであり,生きる力にも繋がります。
またせつかく学校時代に学んだことや回りとの交流が継続されず,孤立してしまう
のではないかとの不安もあります。

その不安を解消するための本人支援が求められています。

現在東京を初め各地で重症児者の学校卒業後の支援として生涯学習支援を実施して

いるところもありますが,公的支援も人材育成のプランもない中,全くのボランティ
アで細々と活動しているのが現状です。

ついては個別給付支援制度の「その他の必要な日常生活上の支援」に生涯学習相応

の支援を明記して,加算報酬|を設けて頂きたいと要望しました。
国として,重い障害者に対する生涯を通じての発達保障に向けた新たな取り組みをお
願いしました。

この取り組みは障害理解の推進につながり,多様性を認め合う共生社会の実現への一

助ともなると思います。

重症児者がわずかずつでも成長・発達する姿は周りの人達の見る日や関わり方を変

え,豊かな社会を形成することにつながつていくと思われます。
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コロナ禍ではありますがブロック専門部会が開かれ報告が送られてきました。

会場参加とWeb参 加を併用して行われた部会もあつたようです。
国立・重症児の両施設部会からはコロナ感染に伴う面会制限の状況や施設との連携

の取り方などが報告されたようです。

在宅部会では通学・通所を保障する移動支援の問題,医療的ケア部会の設立につい

てなどが話し合われました。

母親部会では親の高齢化に伴う子どもの対応についてそれぞれの方の思いを出し合

いました。

今年度の全国・ブロックの取り組みもまだはっきりしません。

石川県内の障害者の行事などもどんな形になるのかわかりません。

支部としても何か交流の機会が持てないかと考えていますが,コ ロナの状況が改善
しないことには計画の立てようがありません。

一日も早い収束を願うばかりです。会員のみなさんも感染には十分ご注意下さい。

言卜 報  本会会員の河合時子様,北川明子様,皆川光男様がお亡くなりになりまし
た。心よりご冥福をお祈りいたします。

令和 3年 8月 本会会員新保修二郎様のご子息暁久様がお亡くなりになり

ました。 心よりご冥福をお祈りいたします。

*コ ロナ禍により会員の皆様方とのコミュニケーションが取りにくくなつていま

す。ご存じの情報がありましたら,役員までお知らせください。

編集人  石川県重症心身障害児鰭 )を守る会
連絡先  929-0123石川県能美市中町ツ 88-1

TEL0761--56--0610

会長  山本 衛
発行人  北陸障害者定期刊行物協会

富山市今泉 312番地

定 価    30円
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